
〒

## ## ##

～ 箇年度)

##

##

（ ) （ ）

指標の状況

年度

番号

①

目標年度

ｔCO2

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容

693

目標
区分

ｔCO2

○

ｔCO2

ｔCO2

ｔCO2

ｔCO2

（法人にあっては名称）

基準年度（令和

排出量

基準年度（令和温室効果ガス 6

9,412

コープ倉敷北

701-0296

本票作成

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

岡山市南区藤田564-178

部署名：

氏
　
名

住
　
所

総合マネジメント事務局

生活協同組合おかやまコープ

岡山市南区藤田564-178

③

所

20%以上

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

岡山市北区今三丁目26-28

ベンチマーク

【目標削減率設定の基本的な考え方】

特定事業者
の該当要件 31235

年度）年度）

コープ大野辻

藤田本部 946

5

年度）の排出量

11

ｔCO2

●車両台数（②該当の場合）

6工場等の名称

以下

目標削減率

基準年度の
主な工場等
の排出量

③

11目標年度（令和

原単位基準 5.0

⑥

653

原単位当たり排出量
（原単位基準の
削減目標を選択
した場合に記
入）

5%未満20～15% 15～10%

8,941

0.713

コープ西大寺

コープ東川原

コープ大福 764

654

112.1%0.799

ｔCO2

※　「計画期間」欄には，５箇年度以内で特定事業者が定める期間を記入する。　

②

基準年度

④

⑤

639コープ倉敷北

（該当事業者のみ記入）

ベンチマーク指標 6

食料品スーパー業

対象事業の名称 関連数値（令和

CO2 / CO2 /

達成率(%)年度）

分類
コード

岡山市中区東川原188-1

倉敷市宮前38⑥

台）

③CO2換算3,000t以上①燃料等原油換算1,500kℓ以上

（●工場等の数

削減目標

年度

いずれか
を選択

計画期間

総排出量基準

令和

10～5%

％

⑤

7令和 (

別紙

温室効果ガス排出削減計画

県内の
主　な
工場等

所　　在　　地工場等の名称

業種名：

コープ東川原

コープ西大寺

87

岡山市南区大福314

主たる業種

コープ大福

事業の
概　要

コープ大野辻

番号

購買（宅配・店舗）事業、共済事業、福祉事業　職員数：正規職員460人、定時職員：1500
人

協同組合（他に分類されないもの）

①

②

岡山市東区西大寺上三丁目8-41

藤田本部

④

・電力使用量の削減対策等をすすめることを軸とした目標削減率としています。



・環境サステナビリティ政策の中で温室効果ガス排出量削減は数値目標化し、年度の進捗状況を事務
局にて集約し、組合員向けの資料へ実績を公表します。
・職員向けに年度の基礎教育の中で進捗状況を報告し、全職員が意識できる環境づくりをすすめま
す。

【目標削減率達成のための推進体制】

県内で
の取組

・冷暖房時の温度設定及び不要な照明の消灯、不使用時のパソコンの
電源OFFの徹底

・冷蔵商品の集品業務（商品センター機能）を外部業者に委託（令和
6年4月より）

・津山センターと久米センターの統合により、1事業所を削減（令和7
年4月より）

・コープ総社東（令和5年8月の火災で閉店中）は令和7年度中に効率
性の高い設備に更新して開店予定

措置内容

・全事業所

・藤田本部

・配送センター

・店舗

【排出量削減のためのこれまでの主な取組】

【計画期間中に目標削減率を達成するために実施する措置】

工場等の名称 取組内容

・再生可能エネルギー比率の向上に向け、全ての事業所の電力を中国電力か
ら真庭バイオエネルギー及び地球クラブに切り替え
・冷暖房時の温度設定及び不要な照明の消灯、不使用時のパソコンの電源
OFFの徹底
・冷蔵商品の集品業務（商品センター機能）を外部業者に委託（令和6年4月
より）

・老朽化した空調機の計画的な更新、照明機器を蛍光灯からLEDに更新
・店舗改装時に合わせ、省エネタイプの空調機、冷蔵冷凍機器、LED照明に
更新

【森林保全等吸収源対策への取組計画】

・全事業所

・配送センター
・店舗

その他

工場等の名称

　 無

その他

県内で
の取組

【再生可能エネルギーの導入計画】

　 無

　 無

　 無

【その他特記事項】


